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「私と図書館」               龍野町 野村 佐知 

 

私が龍野図書館を利用しはじめて３０年以上になります。 

最初は母に連れられて、弟や妹と絵本や児童書を借りていました。そして、中学生の

頃から１人で利用するようになり、小説や色々なジャンルの本を借りていました。今は

結婚して、３人の子どもたちを連れて図書館を利用しています。 

我が家の子どもたちは絵本が大好きで、毎回色々な絵本を借りてきて読み聞かせてい

ます。『ねずみくんのチョッキ』や『あひるのバーバちゃん』など昔、母に読んでもら

った絵本を今度は私が子どもたちに読んでいると、子どもの頃にタイムスリップしたみ

たいに笑ったりドキドキしたり、とても懐かしい気分になります。 

いつか子どもたちが結婚して子どもが生まれた時に、同じように読み聞かせをしてく

れたらいいなぁと思っています。 

今は子どもたちが幼いので、なかなかゆっくり自分の好きな本を読むことは難しいで

すが、子どもたちのために料理や手芸の本を借りてきて色々作ってみたり、旅行の本を

借りてきて旅行へ行っている気分を味わってみたり、旅行へ行く時の参考にしています。 

司書の方々は、みなさんいつも親切で、なかなか見

つけられなかった本を探していただいたり、子どもた

ちの要求に応えていただいたり、感謝しています。 

これからも親子で図書館を利用していきたいです。 

  

※『読書と私』は図書館の利用者に執筆していただいています。 
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No．139 4月号 
ら  い 

図書館へ気軽にぶらりと来館していただきたいという思いで命名しました。 

 図書館を英語で「Library(ライブラリー)」といいます。 

ら  い 

図書館へ気軽にぶらりと来館していただきたいという思いで命名しました。 

 図書館を英語で「Library(ライブラリー)」といいます。 

携帯専用サイトへは、

左のＱＲコードから 
(https://www.lib100.nex

s-service.jp/tatsuno-cit

y/mobile/index.do） 
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『一日図書館員』募集！ 
 
本の貸出や返却、本のカバーかけなどのお仕事を体験してみませんか？ 

【日時・場所・定員】  

  

              

 

 

 

※時間はいずれも９時３０分～１６時 ※定員を超えた場合は抽選 

【対象】市内在住・在学の小学５年生から高校３年生まで（体験者は除く） 

【申込】４月１５日（土）までに各図書館へ（電話可） 

 

パネルシアター 
と 

読み聞かせ 
 
龍野北高校生によるパネ
ルシアターと絵本の読み
聞かせを楽しみましょう。 
【日時】５月３日（水・祝） 
  １１時～１１時３０分 
【場所】児童コーナー 
 ※申し込みは不要です             

 

本棚・１２４ 

『忍者の歴史』 山田 雄司 著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

 

映画や漫画などで何度

もブームが起こり、今やク

ールジャパンの代表格と

も言える忍者。塀の上や水

面で手裏剣を手に躍動す

る場面に目が行くが、実際

の忍者とはどのような存

在だったのか。本書は種々の文献を紐解きなが

ら忍者の実像を明らかにしていく。 

忍者は歴史的には「忍び」と呼ばれ、存在が

資料上確認できるのは南北朝時代(１３３６－

１３９２)に記された『太平記』からで、その起

源は１３世紀後半に荘園制支配に抵抗した悪党

にあると考えられる。戦国時代の忍びは各地の

大名に召し抱えられ、敵国への侵入、夜討ちな

どを行ったが、最も重要なのは敵方の情報を主

君に伝えることであったから、極力戦闘を避け、

生き延びる必要があった。１７世紀には忍びの

方法や心構えを記した忍術書が書かれ、『万
まん

川集
せんしゅう

海
かい

』には医学・薬学・天文・気象・記憶術

など多様な記述がある。今ではボーイスカウト

でも使われている草の結び方で伝達する方法も

あった。忍びというと身体能力が優れているこ

とが必要条件のようだが、相手の土地の人と打

ち解けて情報を得ていたことから、コミュニケ

ーション能力が求められた。 

島原の乱での甲賀者の諜報活動や、田沼意次

を罷免に追い込んだ御庭番の例はあるが、忍者

は自らの功名を声高に主張することはない。国

家を動かすほどの任務を遂行するために忠誠心

を尽くすという在り方は日本人の価値観に合致

し、それが人気の理由の一つであると著者は言

う。イメージではなく職能としての忍者を知る

ことで、その精神が現代日本にも息づいている

ことを感じることができる一冊である。 

（新宮図書館 梅村） 

  

トピックス     イベントのお知らせ 
              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
        

１ ４月２２日（土） 新宮図書館 ２名 

２ ４月３０日（日） 新宮図書館 ２名 

３ ５月５日（金・祝） 揖保川図書館 ３名 

４ ５月７日（日） 揖保川図書館 ３名 

揖保川図書館
としょかん

 新宮図書館
としょかん

  

ブラックライト人形劇  
暗い部屋の中に、人形たちが浮かびあがる不思議な人形劇をします。 
ワクワク楽しいブラックライト人形劇に、ぜひお越しください。 
 
【出演】人形劇団 わたぐも      【演目】ぐりとぐら、キャベツくん ほか 

【日時】４月２２日（土）１０時３０分～１１時３０分（１５分前にはご来館ください） 

【場所】御津図書館 ２階多目的室 【対象】４歳以上（保護者の参加も可）  

【定員】先着５０名        【申込】御津図書館（電話可） 

御津図書館
としょかん

 
 

 

 
 
こどもの読書週間 

  について  
 
子どもたちにもっと本を、子
どもたちにもっと本を読む場
所をとの願いから、１９５９
年（昭和３４年）に誕生しま
した。これを機にぜひ図書館
へお越しください。 

龍野図書館
としょかん
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おすすめする子どもの本・129   

『たろうのひっこし』 村山 桂子 さく 堀内 誠一 え 福音館書店 

 

自分の部屋がほしいたろうは、お母さん

から古いじゅうたんをもらいました。この

じゅうたんを広げたところがたろうの部屋

です。たろうはさっそく階段の下にじゅう

たんを広げました。そこへやってきたねこ

のみーやは、「わあ、すてき」とほめながら、

「まどがあったら、もっともっといいのに

な」と言いました。「そんなことならかんた

んさ」たろうはみーやを連れて居間へ行き、

出窓の下にじゅうたんを広げました。 

いぬ、あひる、にわとりなどが次々にた

ろうの部屋をのぞき、部屋が“外にあれば”、

“おひさまがいっぱいなら”、“２階だった

ら”と自分の希望を口にします。そのたび

に、たろうは「おいで、ひっこしだよ」と

じゅうたんを抱え、新しい場所へひっこし

ます。 

おみやげを持ってやってきたまみちゃん

は「みんなであそべるおへや」と言いまし

た。大賛成のみんなを連れて、たろうがじ

ゅうたんを広げたのは、満開の桜の木の下

でした。 

家の中から外へと広がっていく「ひっこ

し」の様子が色あざやかに描かれます。こ

んな部屋があったらという言葉に子どもは

自身の願いを重ね、ひらめきと想像力でそ

れが見事にかなえられていく様子に満足感

を覚えるでしょう。読んであげれば３歳く

らいから。   （揖保川図書館 横野） 

 

『みにくいおひめさま』 フィリス＝マッギンリー 作 間崎 ルリ子 訳 瑞雲舎 

 

昔、ある国にエスメラルダという姫がい

ました。欲しいものはなんでも持っていま

したが、一つだけないものがありました。

それは美しさでした。鼻はつんと上を向き、

口はへの字に曲がり、目には輝きがありま

せん。ちやほやされて育った姫は、うぬぼ

れの強いわがままな女の子でした。 

 王様は姫を美しく変えてほしいと国中に

おふれを出しますが、うまくいきません。

皆があきらめかけた時、ある夫人が申し出

ました。ただし条件は、姫が、夫人の家で

夫人の娘達と同じように暮らすことでした。 

 自分で着替えや食事の支度をしなくては

ならなくなってはじめて、姫は自分が何も

できないことが分かりました。 

 そんな生活が続いたある日、夫人の娘が

いい匂いのパンを焼いたのを見て、姫は思

わずつぶやきました。「わたしもあなたみた

いに器用だとい

いのに」その時、

姫の鼻がかわい

く下を向きまし

た。姫はもう自

分が一番えらい

と思わなくなっ

ていたのです。  

 こうして、毎

日が楽しいと感

じた時に口元が

微笑み、人を喜ばせたいと思った時に目が

輝きだし、姫はしだいに美しくなっていき

ました。 

 エスメラルダ姫に起こった不思議な出来

事の顛末が、おとぎ話風に語られ、読む人

の心に驚きと幸せをもたらします。小学校

１年生くらいから。 （御津図書館 岡村） 
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４月の行事予定  ※詳細は各館へお問い合せください。 

 

★ えほんのじかん・・・絵本の読み聞かせ、わらべ歌など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ おはなしのじかん【対象：５歳児以上】・・・絵本の読み聞かせ、わらべ歌、語りなど 

 

 

 

 

★ 読書会【対象：一般】・・・本を読んで感想を話し合う 

 

 

 

 

 

★ 子どもの本を読む会【対象：一般】     

 

 

 

 
 
 

 
 

 

 

龍野図書館 【対象】１～３歳児、保護者  

８日（土）・１５日（土）11時～11時 20分 

『かばくん』他 

 

御津図書館   

【対象】１～４歳児、保護者  

９日（日）・１６日（日） 

11時～11時 20分 

『いってきまあす！』他 
  
 

【対象】５歳児～  

９日（日）・１６日（日） 

11時 30分～11時 50分 

『おさるとぼうしうり』他 

 

揖保川図書館 【対象】２～４歳児、保護者   

１日（土）・８日（土）・１５日（土）1０時30分～1０時50分  

『ちびすけどっこい』他 

新宮図書館 【対象】２～４歳児、保護者  

１０日（月）・１６日（日）・２４日（月）11時～11時 20分  

『かじだ、しゅつどう』他 

 

 

揖保川図書館 

１日（土）・８日（土）・１５日（土） 

11時～11時 30分 

「マメジカ カンチルが穴に落ちる話」他 

龍野図書館 

１４日（金）10時～11時 30分 

『黄金を抱いて翔べ』高村 薫 作 

 

御津図書館 

１９日（水）13時 30分～15時 30分 

『いつも彼らはどこかに』小川 洋子 作 

 

揖保川図書館 

２１日（金）10時～12時 

年間計画作成 

龍野図書館 

１３日（木）10時～11時 30分 

総会 

 

 

 

はじめの一歩 
 

新年度が始まるこ

の季節、何か新しい

ことを始める絶好

のチャンスです。 

趣味、教養など、気

軽に読める本を集

めました。 

 

【期間】４月28日まで 

 

 

 

新書をもって出かけよう 
 
行楽の季節です。手軽な新書

を片手に出かけませんか。 
 

大人に贈る児童文学 
 
長年読み継がれている児童文

学はベストセラー小説ともい

えます。いろいろな人生経験

を持った大人の方にも読んで

いただきたい本を紹介してい

ます。 
 

【期間】４月３０日まで 

 

  
さんぽにいこう 

 

児童書のコーナー

に『たろうのおでか

け』『もりのなか』

『きょうのおべん

とうなんだろな』等

のさんぽの絵本を

紹介しています。 

 

【期間】４月３０日まで 

 
いい季節！ 

ちょっと出かけて 
みませんか？ 

 
待ちに待ってた春本番

です！ 

大自然の絶景を目指す

旅から、身近な草花を愛

でるお散歩まで、どこか

にお出かけしたくなる

こと間違いなしの本の

特集です。 
 

【期間】終了日未定 

 

 

龍野図書館 新宮図書館 揖保川図書館 御津図書館 

館内特集・展示 （一部紹介） 

新宮図書館 
１日（土）・８日（土）・１５日（土）・２２日（土） 

10時 15分～10時 45分 

『ぞうのババール』他 
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